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宮崎県（延岡市、えびの市）の現地調査概要 

 

・五ヶ瀬川流域の４河川が合流する宮崎県延岡市では、過去に度重なる水害に襲われてい

る。また、霧島山系の宮崎県えびの市では大規模な土石流が発生している。 

・文献調査に基づき、過去の記録が残る地域において詳細情報を収集するため、宮崎県延

岡市、えびの市で現地調査を実施した。 

 

調査日：平成 28年 2月 24日（水）～25日（木） 

調査地点：宮崎県延岡市、えびの市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【延岡市の水害】 

・宮崎県延岡市は五ヶ瀬川と大瀬川

を中心に街並が形成された城下

町であり、「水郷のべおか」とい

われるように豊かな水と自然に

恵まれている。 

・延岡市は市街地を貫流する五ヶ瀬

川、大瀬川と支流の祝子川、北川

の四つの川が合流し日向灘へ流

れ込むため、一たび水害が発生すると、その被害は甚大なものとなる。 

・五ヶ瀬川流域の洪水は原因の多くが台風である。台風が接近すると日向灘の湿った空気

延岡市街地 

日向灘 

五ヶ瀬川 

大瀬川 

祝子川 北川 

出典：国土地理院 ▲調査箇所図 

延岡市 

えびの市 

▲延岡市の五ヶ瀬川流域地図  出典：Google 
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が一気に九州山地に吹き寄せて、急激に雲が発生し、豪雨をもたらすために洪水が頻繁

に発生する。五ヶ瀬川流域に降った豪雨は一気に延岡市内に流れ込み、大きな被害が幾

度も発生している。 
 
 

▲平成 5 年 8 月 10 日安賀多橋（大瀬川 3K800_台風 7 号） 

出典：国土交通省 九州地方整備局 河川部 

 

▲平成 5 年 8 月 10 日 小峰地区 

（五ヶ瀬川 7K000_台風 7 号） 
▲平成 5 年 8 月 10 日 東海町 

（北川 0K600_台風 7 号） 

▲平成 9 年 9 月 13 日～16 日 

東海蛇（北川 0K200 左岸） 
▲平成 9 年 9 月 13 日～16 日 

二ツ島（台風 19 号） 
▲平成 9 年 9 月 13 日～16 日 

北川町家田（台風 19 号） 

▲平成 9 年 9 月 13 日～16 日 

北川町熊田橋（台風 19 号） 

▲平成 17年 9月 4 日～7 日 

岡富地区（五ヶ瀬川 3k000 左岸） 
▲平成 17年 9月 4 日～7 日 

小峰地区（五ヶ瀬川 6k900 左岸) 
▲平成 17年 9月 4 日～7 日 

川島地区（北川 3k000 左岸） 

▲平成 17年 9月 4 日～7 日 

北小路地区（五ヶ瀬川 3k400左岸） 



3 
 

【安政５年洪水の供養塔が残る：延岡市浜砂町 永源寺】 
・延岡市の中心部に位置する永源寺には安政５年

洪水の供養塔が残っている。 

・供養塔の正面には「万霊供養塔、文久元年七月

七日」、向って左には「安政五年七月に大洪水

が発生して永源寺境内の半分が流出した。有縁

無縁の全ての霊の供養のため、村中を喪主とし

てこの塔を建てた」という文字が刻まれている。 

・供養塔の高さは 1,960mm、台石は 220mm。昔の

永源寺は、日豊本線の川の中にあったが現在の

地に移動したという話もあり、現在も寺はかさ

上げされている。 

 
 
 

▲永源寺位置（延岡市浜砂町） 

 

▲永源寺の供養塔 

 

▲永源寺（現在もかさ上げされている） 

 
▲入り口正面に見えるのが供養塔 

 

▲供養塔の左側面に由来の文字が刻まれている 
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【三福寺の「ぬれ仏」：延岡市北町 三福寺】 
・延岡郷土年代表には「明治十三年月不詳大洪水

があった。五箇瀬川二丈一尺（六・四米）。大瀬

川二丈三尺（七米）の増水」とあるが、その一

端が妙専寺、光勝寺に記録されている。 

・妙専寺の年代記には、「八月四日夜ヨリ出水、本

堂下陣浸水。三須三輪岡富大貫田畑大損。川原

町柳下大クズレ 御掘口下水通ゼズ各橋皆流 

死者四十人余 高千穂山陰所々山崩ル」とあり、

光勝寺の過去帳をみると明治十三年に、「釈尼妙

貞七月一日新町白石善三郎妻サダ釈尼妙蓮七月一日 白石善三郎（豊前屋）抱人イト事右

二人善三郎ト共ニ大洪水ノ為居家流失一本橋（橋名）吉平ノ竹藪ニ掛リ善三郎ノミ竹枝ニ

取着夜明ヲ待チ一命ヲ助ルヲ得タリ 而してニ婦人ハ其ノ少下ニ死体ヲ発見セリ」と記録

されている。 

・この洪水で大瀬橋、坂田橋を始め、小橋も流失した。妙専寺下陣の高さから考えると現川

中地区全戸が浸水している。当時、岡富村に属していた新町の川原から下手一帯が浸水し、

この辺は一変したといわれる。 

・延岡市北町の三福寺、本堂左手前にある阿弥陀如来坐像は「ぬれ（濡）仏」と呼ばれる。 

・当初は新町の河川敷あたり（江戸時代の処刑場、現在の延岡商工会議所付近）にあったが、

明治 13年大洪水後の翌年、境内に移設された。 

・名称については定かではないが、この付近はかつて洪水被害が多く、この名称が付いた可

能性がある。（参考文献：西村祝一 1966『郷土物語 火と水との戦い』延岡春秋社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲三福寺位置（延岡市北町） 

 

▲三福寺 

 
▲本堂の右手前に「ぬれ仏」が安置されている 
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【江戸時代の水害史】 
『・石川恒太郎編“五ヶ瀬水系の水害史”より 

◎有馬氏時代、慶長十九年＝元禄五年（西一六一四＝一六九二）の記録「国乗遺聞」によ

ると、洪水の状況を次のように書いてある。 

「県地
あ が た

形高千穂肥後境まで十五、六里はあり、又、祝子川祝子村迄六里、又、八戸川（今

の北川）本流豊後境まで八里右三河の奥山大雨降りぬれば三ヶ所の大川満水にて港口一

ヶ所に落合ける。港口の幅五・六町の処水を吐ききらずして溢れる水は浜の山南、毛な

し浜と云処を打越ゆる。御城内より恒富、岡富、粟之名、浦々水たたゆる処第一なり」 

・これは、有馬氏が延岡城主であった時のことを書きとめた書物であり、延岡にはなく有

馬氏が転封して行った福井県丸岡町に残っている。 

 

◎牧野氏時代の記録（牧野家史による） 

・享保六年（西一七二一）七月三日より延岡大風雨に満水御損毛御届八月十五日差出、高

一万九千六百六十八石八斗余 

・享保七年六月二十二日、延岡雨降続、二十三日、二十四日満水にて御損毛御届、高三万

六千五百二十四石六斗余 

・同九年八月十四日より延岡大風雨、十六日満水に付御損毛御届、九月二十一日御差出、

高一万六千七百七十石余 

・同十年十二月御領分御損毛御届御差出、高二万二千五百七十六石余 

・これは、水害による被害高を幕府に届け出たものである。享保六年から同十年までの五

ヶ年間に蒙った水害の損毛高は九万五千五百三十九石四斗余りとなる。この五ヶ年間に

享保八年を除いて毎年水害を蒙っている。 

・この五ヶ年間の水害による損毛高は、東西臼杵群と宮崎群との二ヶ年間の生産高に当る。 

 

◎内藤氏時代、延享四年～明治四年（西一七四七－一八七一） 

・内藤氏が岩城平より延岡に来るや先ず洪水に対し左の如き規定をなした（旧記書抜） 

・寛延元年（西一七四八）八月十日 

・洪水之節手当左之通り 

・一、船通路留出番難到節は両御番所共代り之物出勤迄は詰切被仰付候、但詰切御賄可被

下候 

・一、満水に而面々居住に家族共難差置節は最寄之水付無之所へ乍計前広に可引取候、但

本小路桜小路辺は御本城へ可引取候、尤於御門出役之御目付竝に御徒目付へ相届御本城

へ可被通候 

・一、退後候有之時之ため兼而助船被仰付置候右助船之儀は御船手より御城内へ桜橋迄三

艘、北小路へは元町より三艘、新小路へは柳沢町より三艘差出候筈に候間一退後の面々

も有之候はば乗船引退可申候尤船御詰後此度被仰付置候 
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・右之趣被仰出候間支配有之面々は其支配方へも可被相達候 

・さらに宝暦元年（西一七五一）七月二十四日に下記の達示をしている。 

・一、洪水の節御家中末々迄居宅退罷越候はば宿到候様兼而左の寺地へ申遣置候様町奉行

へ以手紙申遣す 

・北小路、浄菩提院、台雲寺、善正寺、祇園寺、新小路、光福寺、春日寺、光明寺』 

（引用文献：西村祝一 1966『郷土物語 火と水との戦い』延岡春秋社） 

 

【享保 6年 7月大雨の概要】 

・享保 6年 7月大雨は、7月 26 日～31日に渡り、多数の建物被害を及ぼし、宮崎県での死

者は多数、長崎県でも死者は 46 名にのぼったとされている。 

 

【流れ灌頂（かんじょう）：延岡市】 
・流れ灌頂は、毎年 8 月 18 日に延岡市仏教会が主催となり、「水郷」と称される延岡市に

江戸時代から伝わる夏の風物詩である。 

・もともとは、水害や水難事故の犠牲者の霊を供養するために始まったとされている。川

面を照らしながら流れていく灯篭の姿は幻想的で、訪れた人たちはゆっくり流れていく

灯篭に手を合わせながら故人の冥福を祈り、先祖の霊を見送る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲延岡市東本小路（延岡市役所河川敷駐車場） 

 
▲「流れ灌頂」の川面を照らしながら流れていく灯篭 

出典：延岡観光協会 HP 
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【河川沿いの水神さん：延岡市】 
・延岡市内の河川沿いには、多くの「水神さん」が祀

られている。水難や水害の安全を祈願する住民の祈

りから生まれた神様が「水神さん」。 

・祠がある場所は、かつて水害が起こったところであ

り、人々の川と共に生きていくという敬虔な思いが

感じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【五ヶ瀬川水系の水神さんマップ：延岡河川事務所】 
・国土交通省九州地方整備局 延岡河川事務所においては、平成８年度に五ヶ瀬川、大瀬

川、北川及び祝子川等の河川沿いに祀られている水神様を 98 箇所調査し、「五ヶ瀬川水

系の水神さんマップ」としてまとめ、Ｗｅｂサイトで公開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲水神さんの撮影位置（延岡市五ヶ瀬川沿い） 

 

出典：延岡河川国道事務所 HP 
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【先人の治水対策の知恵「五ヶ瀬川畳堤」：延岡市紺屋町】 
・延岡市の五ヶ瀬川沿いには、全国でも珍しい「畳堤」と

いう特殊堤が 980ｍ残っている。 

・「畳堤」とは大正から昭和の初期にかけて造られた高さ

60ｃｍのコンクリート製の堤防であり、上から見ると幅

７ｃｍの隙間がある。 

・畳堤の枠は、この地方の民家の畳がちょうど入るサイズで

周辺の民家から住民が自ら持ち寄り、この隙間に畳をはめ

込んで水を防いでいたという。 

・畳堤は、長良川、揖保川と五ヶ瀬川にのみ現存する構造物であり、特に「五ヶ瀬川に現

存する畳堤は、大正末期から昭和初期に設置された我が国最古のもの」（大正末期から昭

和初期※昭和９年まで確認済み）とされている。 

・また、五ヶ瀬川の畳堤を守る会による保全活動や防災意識の啓発普及活動も評価されて

おり、平成 27年９月に土木遺産に認定された。 

 

▲畳堤の位置（延岡市紺屋町１丁目） 

 

▲現在の畳堤の状況（ホテルメリージュ前から上流を望む） 

 

▲畳堤の説明板 

 
▲畳堤竣工時の状況 

 出典：延岡河川国道事務所 HP 
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【スイッチバック線ホームに残る山津波記念石： 

 えびの市真幸字内堅】 
・昭和 47年（1972 年）７月３日より、梅雨前線を

伴った低気圧に暖湿気流が流れ込み、九州と四

国で局地的な大雨が降った。（雨は 15 日まで続

いたとされている） 

・霧島山周辺も集中豪雨に見舞われ、総降水量は

500ｍｍ以上を観測した。さらに、えびの市の熊

本県境付近では総降水量が 600ｍｍ以上に達し

た。 

・７月６日、えびの市のＪＲ肥薩線真幸駅の裏山

が、８合目付近(海抜 500～600ｍ)で地すべり性

崩壊を起こし、山津波が発生。 

・山津波は６日の 14 時 15 分から５回発生し、高さ 350ｍ、幅 280ｍに渡り、山地が崩壊

した。30 万㎥ に及ぶ土砂が、ＪＲ肥薩線を切断して白川沿いに 1.5ｋｍ流出した。この

災害で住家 28 戸、非住家 29 戸が流失し、４名が亡くなった。 

・しかし、ほかの地区住民は昭和 40年（1965年）の土石流の教訓を踏まえ、発生直前に避

難して難を逃れたという。 

・山腹の崩壊が起こる直前に杉・檜林の異常な揺れに気づいた集落の古老が｢山津波が来る｣

と言って、集落の人々をいち早く高台に避難させたからであるとも言われている。 

 

▲山津波記念石の位置 

（えびの市真幸字内堅 ＪＲ肥薩線真幸駅） 

▲倒壊・流失した家屋の状況 

 出典：宮崎県 HP（えびの市所蔵） 

▲崩壊地と流出土砂 
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・ＪＲ肥薩線真幸駅のホームにある「山津波記念石」は、昭和 47年７月の被災後、当時

の真幸駅長がスイッチバック線ホームに取り残されていた推定重量約８トンの岩石を

｢災害記念｣として説明板を設置したものである。記念石は、過去の災害を伝える貴重な

“災害文化財”となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (参考文献：えびの市郷土史編纂委員会 1994,宮崎県における災害文化の伝承（宮崎県土木部) 

▲真幸駅ホーム中央から山津波記念石を望む 

 

【説明板の掲載文】 

山津波記念石 

昭和 47 年７月６日午後１時 45 分頃山津波が発生、約 30 万立方メートルの土砂が流出した。 

この岩塊は当時の山津波で流れ出たものを現地でそのまま山津波記念石として保存するものであ

る。尚、この岩塊は重さ約８トンである。     昭和 47 年 8 月 真幸駅長 

宮崎県小林土木事務所、えびの市土木課 

▲山津波で流れ出た約８トンの岩石がホームに 
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【昭和 47年 7月豪雨の概要】 

・梅雨前線の活動により 5 日未明から降り始めた雨は、6 日未明より午後にかけて局地的

大雨となり、緑川ダム上流域で 300mm 程度、御船川及び緑川中流域で 400～500mm、加勢

川及び緑川下流域で 350～400mm の連続雨量となりました。緑川では中甲橋地点の最高水

位が 4.2m、また城南地点の最高水位が 6.55m に達し、いずれも既往最高水位を記録しま

した。緑川水系では死者・行方不明者 3 名、家屋の全半壊 94 戸、床上浸水 3,081 戸、

床下浸水 6,902 戸の被害が発生しました。（緑川水系河川整備計画より） 

 

▼昭和 47 年 7 月豪雨による遠賀川水系の被災状況 

死者 1 名 

家屋全壊 7 戸 

流失戸数 1,614 戸 

家屋浸水 4,212 戸 

                   

 

▼昭和 47 年 7 月豪雨による嘉瀬川水系の被災状況 

浸水家屋 8,500 戸 

                   

 

▼昭和 47 年 7 月豪雨による緑川水系の被災状況 

死者 3 名 

家屋全半壊 94 戸 

床上浸水 3,081 戸 

                   

 

 

 

出典：遠賀川水系河川整備計画（平成 19 年 4 月）[国土交通省 九州地方整備局 遠賀川河川事務所] 

出典：嘉瀬川水系河川整備計画（平成 19 年 10 月）[国土交通省 九州地方整備局 武雄河川事務所] 

出典：緑川水系河川整備計画（平成 25 年 1月）[国土交通省 九州地方整備局 熊本河川国道事務所] 
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出典：遠賀水系河川整備計画（平成 19年 4 月）[国土交通省 九州地方整備局 遠賀川河川事務所] 
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出典：嘉瀬川水系河川整備計画（平成 19 年 10 月）[国土交通省 九州地方整備局 筑後川河川事務所] 
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出典：緑川水系河川整備計画（平成 25年 1 月）[国土交通省 九州地方整備局 熊本河川国道事務所] 
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＜参考文献＞「郷土物語 火と水との戦い」西村祝一（Ｓ41.12.20）延岡市図書館蔵 
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